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第二期生の卒 業 を祝 う

学長 山 田 守 英

わが旭111医 大 の第 二 期生 諸 君 は 、昭 和49年 春 入学 して

以 来6年 間 に所定 の 課 程 をす べ て修tし 、 い よ いよ卒 業

の 日 を迎 え る こ とに な った。 諸 君 は今 、過 去6年 間の 大

学 生 活 を振 り返 り、幾 多 の困 難 を克 服 して 、初 志 を貫 い

てFlに 至 ったことを喜 び且 つ満 足 に思 い、更 に明 日か ら

のf彦業 に新 しい意 欲 を燃 や して い る こ とで あ ろ う。 こ こ

に諸 君 の栄 えあ る卒 業 を心 か ら祝 し、光 輝 あ る前途 に 幸

多かれ と祈 りっっ 、 歓 んで 諸 君 をこの 思 い出 深 い学 園 か

らお送 り しよ う。

諸 君 は 大学 に おい て 医学 の 専 門知 識 を学 び、進 学 す る

にっ れ て ぐ医学 が如何 に広 く、 専門 は細 分化 し、 奥深 い

学 問 で あ るか を知 り、 医術 も また広 汎 で 精密 度 が高 く目.

つ 厳 しい熟練 が 要求 され て い る こと を知 っ た、、す な わ ち

大学 に お け る6年 間 とい う限 られ た期 間 で は、 医学 の 体

系 的 な知 識 を深 く知 り、医 術 に熟達 す るこ とは 到底 不 ・r

能 で あ る こ とは 自明 の理 で あ る。

諸 君の 大学 に お け る学 習 目標 は 、将 来 医人 に なる素 地

と しての 医学 の基 本的 な原 則 を学 び、 事 象の 観察 、分析 、

判 断 そ して正 しい理 論づ け をす るこ とす な わ ち科 学 的 方

法 論 を修 得 す る こ とで あ った 、,従って 諸 君 に とって 大 学

m:業 は、 医学 学 習 の終 着 点 で は な く、 引続 きこ こを出 発

c'iYし て 、 今 まで に修 得 した 医学 の 基 本的 原 則 を土 台 に、

実 社 会 に おい て医 療 の実 践 や 医学 専門 の研 究 にお いて 、

多くの経 験 を積 み重 ね つつ 、研修 ・研 究 に励 んで は じめ

て 、 す ぐれた 医 人 と な る こと がで きるの で あ る。

医学 は人間 を対 象 と し、 そ の生 命 にか か わ る事 象 を広

い 視野 か ら探 究 す る学 問 で あ るが、 その究 極 の 目的 は 、

学 問 を医 療 と して 実践 に移 し、社 会 の 人 々の健 康 保持 、

増進 に寄 与す る こ とを使 命 と して い る。 それ 故 に医 業は

人 類の 福 祉 に繋 が る 公 益 奉 仕 の 生 業 で あ っ て 、 般 産

業や 企 業 とは 自 ら異 な る もの で あ る。

諸 君 は医 人 と な るこ と を生涯 の天職 と して選 んで 大学

に入学 した ので あ るか ら、 医学 の 専門 を通 して 、社 会 の

人 々の健 康福 祉 に奉仕 貢献 す るこ とは 、諸 君 の 当然 の 責

務で な け れば なhな い。

諸 君 は本学 に入 学 した 当初 、医 聖 ヒポ ク ラテ スの 宣誓

を学 ん だ はず で あ る。 今 こそ諸 君 は 、 この ヒポ クラテ ス

の宣 誓 を思 い起 こ し、 こ れ を諸 君 自 らの宣 誓 と して 、 明

日か らの研修 ・研 究 に励 み 、将 来 す ぐれ た医 人 と して 医

療 の 実践 に、医 学 研究 に精進 してい た だ きた い もの で あ

る,、

医療 の実践 に 当っ て は、対 象 は人 間 で あ るか ら、 医 人

は医 の 倫理 を弁 えた 、他 人 か ら尊敬信 頼 され る高潔 な人

格 者で なけ れ ば な らな い。近 代 の 偉 大 な医 人 シ ュワ イ ツ

ア ー は、 そ の生 涯 をア フ リカ にお け る医 療救 済 に捧 げた

が 、 その 間 に悟 り得 た こ とは 「人 間 の生 命へ の畏 敬 」 で

あ っ た。 こ れ こそ は医 の哲 理 で あ り、医 の倫 理 の基 本 で

もあ る。 そ こ には 、 人間 愛 、奉 仕 、献 身 、寛 容 、 公iF.、

平 等 、 同感 、協 力な ど が包 含 され て い る、,将来 医 人 とな

る諸 君 は この 偉 大 な先 哲 の姿 を心 に浮 ぺ な が ら、医 療 の

実 践 に、医 学 研究 に精 励 きれ ん こ とを希 うもの で あ る、,

現 代 医 学 の 進 歩 は 、 ます ます 尊門 を細 分化 し、医 療 技

術 の 著 しい発達 と 多 くの 開発 を促 したが 、医 療 に携 わ る

医 師 には 、医 学 と医 術 に依 存 す るあ ま りに 、 その関 心 は

病 気 その もの に集 中 し、 そ れ に悩 む病 人 を疎 外 す る傾 向

が あ るこ と は否定 で きない。 医療 の 根 本理 念 は病 人 を病

か ら救 い健 康 に回 復 させ る こ とに あ って 、医 療技 術 は 病

人 か ら病因 を取 除 くf段 なの で あ る。 諸君 は、医 療 の 対

象 は病 人で あ るこ と、 す な わ ち、諸 君 の 前 には 「病 気 が

あ るの で は な く、病 人 が い る」 こ と を忘 れて はならない,,

わが旭 川 医 大 は 、北 海道 の 辺地 に おけ る医 療過 疎 を解

消 し、 医療 水 準 を向 ヒさせ るた め に、 時代 と地 域 社 会 の

強 い要請 に よ って設 置 され た。従 って 旭川 医 大の 果す ぺ

き役割 の一一つ と して は、地 域 社 会の 要請 に応 え、 その 医

療 水 準 向1二に寄与 し、地 域 社 会 の 人 々の健 康 福祉 に貢献

す る こと に あ る。 本 学 は昨 年 第 一期 生 が卒 業 し、今 回諸

君 が第 一二期 生 と して社 会 に進 出 す る こ とに な るが、地 域

社 会 は 、本 学 のr'1:諸 君 が、近 い将 来 、地域 の 医 療 に

直 接 間接 に参 画す る こ とを期 待 し、注 目 して い る。 諸 君

は この こ と を心 に留 め て置 いて いた だ きた い∩

古 い 大学 には 、固 有 のi!>統 が あ るが 、 それ は長 い歴 史

の 中 で母 校 の学 生 や 卒 業生 によ って 築 か れた もので ある.

若 い 大学 で あ る本学 にも 、年 輪 を 重ね る うちに 、固 有の

伝 統 が 築 かれ るで あ ろ う.卒 業生 諸 君 に は第 ・期!1弛 共

に、本 学 建 学 初期 の パ イオニ アと して の 自覚 と誇 り をも

って 、 今後 斯学 の 研 修 ・1ilfに 精 進 し、優 れ た医 人 とな

り、 先達 と して後 輩 の 弥本 とな って 、 本学 に固4iの 誇 り

高 い伝 統 を築 い て いた だ きた い もの で あ る.

重 ね て、 第 二期 生 諸 君の 率 業を祝 し、 今後 の発 展 と御

健 斗 を祈 って 止 ま ない 。
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第二回奉業生の諸君に

保 坂 明 郎

孕 業お めで と う。 先ず 心 か らお祝 い の言 葉 を 申 し上 げ

た い、,本学 第.=回 生 と して心 身 と も に若 さ に溢 れた諸 君

を社会 に送 り出 す こ とが出 来 るのは 我 々の 誇 りで もあ り、

楽 しみ で も あ る。 義 務教 育 を含 めて 最低18年 間 の 学業 を

終Pし た と い うこ とは 、 それ 自体 人 生 の大 きな区 切 りの

一一つ で あ り、 ㌍業式 は実 質 的 な成 人式 で あ ると思 う。 両

親 を初 め 社会 か ら与 え られた 有形 無 形 の恩 恵 に対 し謙 虚

に感 謝 す る と同時 に、医 学 を通 じて 自 己の知 識 ・技量 を

大い に社 会 に還 元す べ き出 発点 に今立 っ た こと を認識 し

て 頂 きた い。

諸 君 が 入学 したの は オ イル シ ョッ クの さめ や らぬ49年

4月 で あ った 。 い わゆ る新 設医 科 大学 の開学 ・設 備 は社

会状 勢 の影 響 をま と もに受 けて 大巾 に遅 れた が、 入学 式

こそ仮校 舎で 行 われ た とはい え、間 もな く現 在 の 新校 舎

に移 転 出 来 るよ うにな っ たの は幸 い で あ った。 私 は48年

5月 か ら西 アフ リカに居 り、酷 熱 の地 で ガー ナ大学 医 学

部眼 科教 室 の 整備 の 罫助 け を して お り、諸君 よ り1年 後 、

50年411に 旭 川 に着任 した。間 も な く教 務委 員の一 員 と

なった ことが 、諸 君 の学 年担 当 を引 き受 ける.つ の きっ

か け にな っな 、公 私 とも に中 々大 変 な仕 事で は あっ た が

学生 とこの よ うな形 でつ きあ え る こと は少 な く、私 と し

て も 貴重 な経 験 だ っ た と思 っ て い る。

医 学 部の場 合 多 くは イ喋i即 就 職 とい うわけ には行かず、

な お何 年 かの研 修 期間 を必要 とす るが、 杢業 生 諸 君の 多

くが本学 に留 ま って研 修 す る計 画 を持 って い る ことは 諸

君の た め には も ちろ ん 、本学 発 展 の ため にも大 変喜 ば し

い こ とで あ る。 た だ し従 来の よ うに学 生 対教 官 ではな く、

後 輩 対 先輩 の関 係 に な る こと を注意 して お きた い。 極端

に 、亨えば学生 時IUよ 与 え られた もの を摂 取 し吸収 す れ ば

よ いが 、 ㌍後 は所属 部 局 のflに 積 極 的 に参 加 し発 展 さ

せ なけ れば な ら ない、、つ ま り大学 の教 室 は学 生 を教 育 す

る義 務の 他 に 、秀 れた 業 績 を残 す(臨 床系 な らば、 さ ら

に秀 れ た診療 を行 な うこ とが追 加 され る)責 任 が あ るか

ら、学 生 時代 の よ うな受 け身 の甘 え方 は許 され な い し、

その よ うな態 度 ならば 数 年の 中 に脱 落 す る こ とになろ う。
しは しば

㌍後 何 年 たて ば1人 前 に なれ るか とは学 生 が 屡 々発 す

る質問 で あ る が、 これ は イソ ップの 話 を持 ち出す まで も

な く、 その 人の 歩 き 方 を兄て か らで ない と何 とも 言 えな

い、、他 科 の こ とは よ くわ か らな い が、眼 科 で は3年 程 度

で 独 り歩 き出 来 る 人 もあ る し、10年 た って も余 り進歩 の

ない 人 もあ る、,その 人 が 有為 な眼 科 医 に な るか ど うか は

概 して 初 めの4_541-.で 見当 がつ く。他 科 で も年 数 の違
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い こ そ あれ 、 この よ うな お よその 目安 は あ るに違 い ない 、

こ う書 く と長 年 に わた る学 業 か ら解 放 されたこの 時 点 で、

が っ か りす る向 きが あ ろ うか と思 う。 しか し断 わ って お

きた いの は 、学 生時 代 の勉 強 は浅 く巾 広 い こ とが 要求 さ

れ る が、 孕後 は主 と して 自己 の守 備 範 囲 を掘 り ドげ広 め

て行 く勉強 なの で 、 む しろ楽 しみ が 多 く、 苦痛 を伴 な う

こと は少 な い こ とで あ る。 実 習で 各 科 を廻 ってみ て 、 わ

ず か1年 の 先輩 に過 ぎな い1年 目の研 修 医 との間 に大 き

な 隔 りが出来 てい るこ と に気づ いた と思 う。 この こ とは

地 に足 のつ い た勉強 が如 何 に強 い か を示 す 反 面、 十 分 な

「や る気 」 と正 しい 「や り方 」で進 め ば数 年 の うち に逆 転

す る こ と もあ りう るこ と を示 して い る。 特 に誤 解 を恐 れ
ああ

て言 うの だ が、 私 は 不 当 に競 走 心 を煽 ろ うとい うわ けで

は な い。冷 た く聞 こえ るか も知 れ ない が、 新 しい 大学 の

㌍業 生 従 っ て その 大学 が世 の 中 に評価 され る には20年 以

Eの 歳 月 が必 要 で あ る。私 が何 を言 い た いか 、少 数 の 人

は理 解 出来 る と思 うが、 そ の意 昧 で1回 生 と とも に道 を

切 り拓 い て行 かね ば な ら ない運 命 に あ る し、 そ れ を支 え

る芯 の強 さも要 求 され る こ とを胸 に刻 みつ けて 頂 きたい、

さて大 分堅 苦 しい耳 の痛 い よ うな こ と を書 き連 ね て 来

た よ うで あ る。1'度 手 術 をす る時 の よ うに、 余 りの 緊張

は却 って 失敗 を招 くこ とが あ る。覚 悟 は覚悟 と して 内 に

秘 め て リラ ッ クス す る こ とも大 切 で あ る し、 それ が な い

と長 い 人生 息 切 れ が して しま う恐 れ も あ る。 それ には 専

門以 外 の趣 味 を持 つ こ とで あ る。患 者 を なおす こ とが唯

一 の 楽 しみ だ など と い うの は嘘 で 、 人間 とい うの は も っ

と弱 い もの で あ る。 ま とも な人 間 な ら何時 か は 「行 きっ

ま り」 と か 「空 し さ」 を感 ず るこ と が あ る筈 で 、 そ うい

う時 こそ 厚門以 外の 「遊 び」 が余裕 を取 り戻す 原 動 力に

な って 呉れ る もので あ る,,

最後 に、 実 は こ れ が 一番大 切な こ と か も知 れ ない が 、

當 に健 康 状態 に あ る こ とで あ る。 今後 の活 躍 を期 待 しっ

っ も う一一度 、 ㌍業 おめ で と う。

(第6学 年 学 年担 当、眼 科 学 講座 教授)



卒業にあたって思うこと

田 川 甫
寸

†

昭 和49年 春 一 ニ セ コ

ol比 羅 夫 ス キ ー 場 一 終 日

㍉ 議 ス キ ー を楽 しみ 、 腰 を 押

嶺 ㌧ 鰯騰撫
み じみ 思 う。

41J入 学 式..一 年 令 で は決 して負 けな いつ も りで

い たの だ が 、 お じさん風 の 同級 生 多数 に圧倒 きれ る、,

51]一 一一長 年 の スポ ー ツへ の 欲 求不 満 か らテニ ス部 に

入 部.,毎 日の よ うに近 文の コー トに通 うが、1年 で 自 分

の 才能 に見 切 りをつ け る。

夏休 み 一一 久 々 の.一 今度 は旅行 への 欲求 不満 を解 消

す べ く九州 一周 。 同級 生 に案 内 を頼 む 。

秋 遅 れ ばせ な が ら麻 雀へ の挑 戦 出 足の 差が敗

因 とな る。

冬 また ス キー の季 節 一一 スキ ー部 に入 部。パ ン ダ

顔 負 けの 一{焼け⊂,

あ る 日突 如 、家 教 をや ろ うと思 い 蹉ち張 り紙 を出す 、,

(こ の家 教 で懲 りた の か2度 とせ ず 。)

この よ うに初 め の1年 間 は非 常 に解 放的 な気 分 で、 休

養学 部 の楽 生 生 活 を 全 力で謳 歌 した わ けです 。(当然 、 来

た るべ き試験 の 際 に は真 青 に な って勉 強 を して 居 りま し

た が,)今 振 り返 ってみて も、 この1年 間 は非 常 に新鮮 で

あ りそれ な りに充実 して い ま した 。

と こ ろが 、 その後 は基礎 科 目の 実習 等 に追 われ 、記 億

に残 る 事 と言 えば ス キー 部で の 東医体 ・ダ ンスパ ー テ ィ

ー 等で 、 いっ の 間 に か4年 に な って い ま した。 何 か に夢

中 に な って い る同級 生 を見 な が ら、/il丁か満 た され な い学

'f_`kifiを送 って い た頃 で した。

4年 の 春 に、突 然 同 級 生 か ら「細 菌 学教 室 でMolecular

Biologyを 読 ん で い るけ れ ど参 加 しな いか」と誘 われて、

こ れ が今思 い起 こす と学 生生 活 の1っ の 転機 と なっ た わ

け です,,夏 休 み に、同 級 生 と助 教 授 の実.験につ いて まわ

るよ うに な り、蛍 光抗 体 法 、hybridization:r々 、 講 義

で聞 いた 事が実 際 に 目の 前 で繰 り広 げ られて い きました。

い つの ま にか 、 ぎこ ちな い手付 きで ピペ ットを使 い始め 、

実験 結 果 に一 喜 一憂 し、非 常 に乏 しい知 識 な りに実験 系

を組 んだ り して 、時 に ぱ朝 か ら夜 中 まで細 菌学 教 室 で過

ごす と い う 日が続 きま した。 そ して つ い に、教 授 ・助 教

授 ・助Fの 先 生 ・事務官 と 多数 の 人達 の 好意 に 甘 えて 、細

菌学教 室 の 居候 を決 め込 んで し ま つた わ けで す 。助 教授

の 指 導 の も と 支部 会 で 同 級 生 が活 躍 した り、北 大 まで

ウ イ ル スを も らい に行 った り、 また札 医 に 文献 を捜 しに

行 った り、い つ の ま にか 自分 で や りたい 事 を捜 し始 め て

い ま した 。今 までの 与 え られ、 強制 され て や って きた よ
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うに感 じて いた 勉強 と い うもの か ら、学 問 とい うもの に

初 め て触 れ た様 な気 が し、 先生 方の仕 事 に対す る情 熱 ・

研究 の難 し さ楽 しさ とい うもの を直接 感 じと れ ま した.

そ して、学 乍牛 活 に充 実 感 が湧 い て きたの が この時 期 で

した、,また 、実 験 の 合間 にや る ジ ンギ ス汗 ・教 養講 座 等

も大 きな魅 力 だ った こ と を付 け加 えて。

こん な充実 感 とは裏 腹 に 、私 の能 力の 不足 か ら、卒 業

試験 、 国京 試験 を控 えて 、他 の 事を 考 える こ とが許 され

な い時 期へ と突 入 しま した。 医 者 を造 る医 学 部 へ入 った

以Eは 国試 を通 らね ば な らず 、 私 に と って は気 の遠 くな

る程 の膨 大 な量 の最 低 限 の知 識 を 、た だ ひた す ら暗 記 す

る[課 が始 ま りま した 。周 囲 の 同級 生 を兄て も、つ い 咋

日 まで は他 の 事に熱 中 して いた 人達 が同 じ日課 を消化 し

てお り、医 学 部 と い うの は 大変 な所 だ っ たの だ と再認 識

した もので す 。

しか し、 この6年 間 を振 り返 り、充実 して い た と思 い

出 され るの は興 味 の もて る 事 に夢 中 に なって い た時 期 で

す。 この6年 間 は医 学 生 と して の6年 間で あると同時 に、

r,春 の貴 重 な6年 間 で は な いか と思 い ます 。 スポー ツ で

も遊 びで も、夢 中 に なって 何 か がで きる最 良 の時 期 だ っ

たの で は ない で しょ うか。

も し、後輩 の皆 さん の中 に、 全 力で ぶっ か れ る もの が

見っ け出 せ な いで い る人 がい るな らば 、興r1未の持 て そ う

な講 座 の 戸 をた たい て 、54:'1_/1の 好 意 にH'え てlll∫か を や

・)てみ るの も1つ の 方法 で は な いで しLう か 、

〔第6学 でト学 生)

春を待ちながら思うこと
f:
11田r一 登t<

希望 を持 っ た訳 で は な く、

些 細 な理 由 か らだ っ た。 こん な調rで は最 近 の よ うに面

接 試.験 など が あ る と真 先 に不 合格 に され て しまい そ うだ

が 、幸 い 当時 は面接 も な く、 人生 波 乱 万丈 の 方が 面rlい

とば か りに医 学 の道 に足 を踏 み込 む こ と にな った 、,

入学 当時 、果 て しな く長 く感 じられ た6年 間 も、/¥111/.G

う と時 間 に 加速 度 がっ いて い た かの よ うにあ っ けな く過

ぎて しまっ た。 新 設 医 大 一一自 岨の殿 堂 と最llllに庭化 され

た 旭 川医 大 の イ メー ジは、 入学 式 のi、 鶯 張 りも ど きの

床 や カゼ クー ル も ど きの 壁 とい った現 実 に脆 くも崩 れ落

ち、 新校 舎 へ移 転 後 も昼 食 用 バ ンの 争 奪戦 で 力強 く鍛 え

私 の 人 生 ピ ア ノ ・筋 と、

10年 間 も夢 み て い た 附楽 の

道 を諦 め 、医 者 にな ろ うと

考 え始 め たの は今 か ら8年

ほど 前の こ とで ある、、人助

け を しよ うと か、偉 大 な研

究 を しよ うな ど と大 それ た

何 とな く憧 れ た と い うほん の



られた 。以 後 、 多少 オ ー バー な表現 で は あ るが 『試験 ・

レホ ー一 ト ・出 席 カー ド』 の.モ大恐 怖 と、時 の たつ の も忘

れ て取 り組 ん で きた訳 で あ る。卒 業試験 最終 日に なぜ か

出 席 カー ドが配 られ、 こ れで本 当 に最後 で す よ と念 を押

され てい る よ うで 、妙 な感 慨 に耽 った もの だ。

6年 間 の 自分 の生 活 を季辰り返 って 、残 念 に思 うこ とが

2つ あ る、,ま一ダ第.・に 、知 識 をつ め こむ こ とに ば か り熱

心 で 、 じっ く り と物 を 考え る態 度 を忘 れて い た こ とで あ

る、,いつ の間 に か愛 読 井 とい えば絵 の方 が 多い 本 ばか り

にな り、暇 さ えあ れば テ レビの虫 と なって い る。 井 戸端

会議 の 話題 とい え ば次 の休 日のf定 と早 く卒 業 した い わ

とい う、 お よそ進 歩 の な い 事ば か りで 、卒 後 の進 路 に関

して も最近 必 要 に迫 られ てや っ と真 剣 に考 え始 めた とい

う具合 で あ る。 今 も6年 ぶ りに原 稿 用紙 に向 か い四苦 八

1・'～一 考察 や創 作 に関 す る大脳皮 質の 回路 がす っ か り さび

つ い て し まった らしい、,

第=に は趣味 の時 間 が殆 ど持 て なか っ た、 とい うよ り

持 と うと しなか っ た こ とで あ る。 高校 時 代 に人生 を賭 け

るの は断 念 した ビア ノで あ るが 、す っか り忘 れ て しま う

こと は不]r能 で 、 ド宿 に までf.4ち こみ 引 っ越 しの た び に

友 人のPを 煩 わ せ てい た,,今 で も ビア ノの 音 を聴 く と無

意識 に指 が動 き川 して しま うほ ど大 好 きな筈 なの に、 ま

さに宝 の持 ち腐 れで め っ た に練 習 した こ とが な い。演 奏

技術 とか頭 の 回転 とか い うものは川 に浮 んだ 船 と同 じで 、

自 ら1二って い こ うとす る努 力 を怠 る とみ るみ る ド流 に流

されて し ま うものの よ うだ。

ビ ア ノば か りで はな い。 読 酵 らしい読 酵 を殆 ど しな く

なった こ とが 今悔 まれ て な らな い。 あ る先 生 が講 義用 プ

リ ン トの 隅 にこ う酵い て お られ た一心 の豊 か な医 師 に な

るには 出席 カー ドな ど破 りす て て、幅 広 い読 書 をす る こ

とです 。 真面liの ヒに排 泄物 の二 字 がつ きませ ん よ うに

…、、 これ を見 っ けて感 銘 を受 け たの は 卒業 試.験のuで 、

既 にf・遅 れだ っ た次 第で あ る。

い ろい ろ 考 えてみ る と反 省 ば か りが浮 かんで くる6年

間 だ った、,自分 は 女だ か ら とい う周囲 に対 す る無 意識 の
.甘え もな か

った と断 言 はで きな い し、昔 か ら人 と接 す る

の が 告fで 、 人間 相r・の 職 業で あ る医 師 にな る には致 命

的 な欠 陥 と自覚 して い た、,しか し最近 、 それ が少 しず つ

な が ら改1牟 されて きて い るよ うに思 うにっ け 、友 人達 を

始 め とす る私 を取 りま く環 境 が いか に恵 まれて いた か を

り1紐惑 して い る、,

8年 前 にiii楽の道 を諦 め る決 心 を促 した の は 「君の 出

すr{は 雑 蹄だ」 と厳 しい指 摘 を受 け、 その壁 を越 えら れ

な かっ た こ とだ った,,こ れ か ら先 、医 師 と して の 自分 の

前 に もそれ以 ヒの 壁 が 立 ち塞 が る こと があ るだ ろ う。 自

分の無 力 さを ま ざ ま ざと見 せつ け られ る機 会 に何 度 直 面

す るこ と かと 考 え ると 、身 の引 き締 ま る思 い がす る。 で

も 今度 は簡 単 に降 参 は しない、、少 な くと も、免 許証 を持

って い るだ けの へ 一 パー一 ドクター に は な るま い と固 く心

に誓 っ てい る、、 〔第6ド ≧年弓を生)

論 争 を 基 盤 に し て
一(クラブの発展)一

堀 毛 清 史

6年 前、 大学 に 人学 した時

には 、サ ッカー 部 は まだ 出 来

て お らず 、 体 育館(旭 教 大附

属 小 学校)で 、 こ われ た バ ス

ケ ッ トボ ー ル を蹴 って い た1

期 生 数 人 と2期 生 に呼 びか け、

クラブを作 った 。当 時 は グラウ

ン ドも何 も な く、総 勢20名 不呈

の 新 部員 は、思 い思 い の トレ

ーニ ング姿 とズ ックで借 りも

の の グ ラ ン ドに集 ま り、独 自の練 習 をは じめ た、,最初 、

ク ラブ をや っ て い く一上での 基 本的 姿 勢 を ど うす るか 、つ

ま り、好 き な時 に 自由 に参加 す る 、 と い う風 にす るか 、

や るか らには 、 キチ ッ と集 ま るかで もめ た。 他 の ク ラブ

も出来 たて で 、同 好 会 に毛 が生 え た程 度 だ っ たが 、サ ッ

カー部 は まだ2次 性 徴 す ら始 まっ て い なか った 。 た だ封

ッ カー は ド手 で も楽 し く、 興 奮 し、 そ して うま くな れ ば

な る程 それ が倍 加 す る、 そ うす る と なお さ ら 一生懸 命や

り⊥ 達 す る とい うpositivefeedbackが 、は っき り して

い るスポ ー ツ の様 だ 。 あや ふ や な 「ク ラブ」 の状 態 の ま

ま、す こ しず っ 皆 うま くな り'夢中 に な り出 した。3期 生

が人 って 来 て 、 よ うや くク ラブ ら しく練 習 も し、 試 合 も

して 「うまく、そ して 、強 くな るため の クラ ブ作 り」 が な

され る よ うに な った 。 この 最初 の3期 は創 設 期 とい え る

だ ろ う。

4期 生 が入 学 、E手 くて 、意 欲 にあふ れた 新 入 部員 が 加

入 し、 こ こで 「勝 っ 事」 を意識 した チ ー ム作 りに入 った、

連H厳 しい練 習 をや り、 それ 故 の勝 った時 の 喜 び 、負 け

た悔 しさ を味 わ って い った 。 け れ ど も練 習 は して も ヒf・

くな ら ない 者 は なか な か試 合 に 出れ ず 、 不満 が 募 って い

っ た。 そ して 、 この 年 の地 区体 。2回 戦 で 小樽 商 大 と 当

た っ た。 当時 、樽 商 は 、道 内 でBest3に 入 るチ ームで 、

力の 差 は 相 当 な もの と思 われ た。 試 合 の前 日の ミー テ ィ

ング が始 まる と、 い か に して 少 い点 数 差で 負 け る か、 い

か に守 るか 、 と い う方 へ 話 は進 んだ 。 とに か く うまい 者

をバ ックに して 守 りを固 め よ う。 話 が決 ま り かけ た時 反

対意 見 がIIIIIた、,日頃 練 習 して い ない ポ ジシ ョ ン、 フ ィ・一

メイ シ ョ ンをや って、 た と えそ れで 少数 点 差 で負 けても、

本当 にそ れ が、 チ ー ム に とっ て いい ん だ ろ うか 、練 習 の

成 果 なん だ ろ うか、・…息詰 まる様 な雰 囲 気 の 中で 、 日頃

あ ま り しゃべ ら ない 、補 欠 のSが 発言 した 。「僕は確 かに

ヘ タだ け ど一一生 懸 命練 習 した 。僕 かて 試 合 に出 た い。」

皆 の 気持 ち は、揺 れ動 いた。 毎 日の練 習 と結 びつ か な い

試 合、一 体 何 の た め に試 合 をす るの か 、何 の た め に練 習

す るの か。 も ち ろん 、強 剛相 手 に守 りを固 め る とい う ∫・

は あ る、,でも そ れ ぱ 、 そ うい う練 習 を して のLだ 。僕
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達 は、練 習 の 成 果 と して試 合 をや りた い。皆 の 気持 ちは

決 まって いった。練 習 して きた フ ォー メ イシ ョンで試 合 を

や ろ う。≫a_r.日、試 合 が は じま 一♪た 前 半は 押 され て 、3

-1と リー ドされ たが 、 パ ー一フ ・タイム に 戻 って 来た イ

レブ ンの顔 に迷 い は なか っ た。 い け る。練 習 で培 一た も

の が試 合 に出 て る、,自信 に溢 れ て いた 。後 半 、 周囲 の 驚

きを よそ に、つ い に3-3に 追 いつ き、延 長 の 末 、引 き

分 け、 バ クチ に強 いKが 、 しっ か りと抽 選 勝 を も ぎとっ

た,

この時 を境 に 、サ ッカ ー部 は 、常 に 大 きな問題 をか か

え なが ら動 き出 した。勝 負 第1か 、サ ッカ ー に うち こむ

者み ん な を伸 ば して い くか,、練 習 、試/¥、 ミー テ ィン グ

をrね る中 で鍛 え られ なが ら、次 第 に わか っ て来 た。 この

2っt=者 択 一・で は な い。 二重 ラセ ンの様 に両 方 か らみ

あ っ ご追 い かけ ていくものだO新 し く5・6期 生 を迎 え、

この 延長 線Lで の クラブが続 いた,,す で に実 力は、束医 体

の 中 ξ'もトップ グ ルー一ブ と な り、道 大 会で もBest4に

人 っ だ.人 数 ぱ 不思 議 と11人+α 程 度 で あ ま り増 えず 、

少 数 精鋭 集 団で あ ったD

7期 生 が入学 し、14人 もの 新 人 部員 が 入 り ここ か ら新

しい 展開 が始 ま った 人数 が 多いLに 初心 者が 多い 経

.験者の 多か った 今 まで の や り方 を くり返 すだ けで は う ま

くいが な くなっ た 今 まで に培 っ た経 験 を 伝 え るの に

[以 心伝 心 」 とい うわ け に はい か な いの だ、、祈 入生 の 閲

に不満 が山 始 めた。それ は集 約す れば、 自 分達 の 伸 び る 可

能 性IIItL-,力)が トラ〉に生 か され て い ない.圧 い に鍛 え合

)中(ト ゾ)it通王里解 が ない と い う もの で あ る,不ifが 出 る

裏 に:よ必 ギロ:びが あ り、 そ れ を もっ と強 く、 もっ と確 か

に欄 み た い とい う希tNが ある、情 熱 があ る。 「不満 を大 切

にす る」 度 重な る話 し合 い が もた れた 、,新人生 は最 初何

も わか らず 、先輩 の い う通 りや って い る が、その)ち にk

達 し、A)FIし ろ くもな る.そ うな る と試 合 に出 た くな る,

勝 ち セ くな る、,だがそれだ けで は、行 き詰 まる。 強 くな る

スL一 ドが 」、ir.にや っ て い る仲 間 の心 がつ か めず 不安

に なa、∫ ど う して ク ラブ をや ・てい るの か」 とい う基本

的 な}り遣問 に立t)返 らな い と 集団 と して の クラブ も個 人的

成 長 ≠続 か な くな る、、つ ま り クラ ブの 発展 とi司じ事(/

達 が6年 間 か か って や って きた 拍 を要領 よ く くり返 し

確 認 して い く必 要が あ る、.,個体 発 生 は 系統 発 生 を 要領 よ

く く り返 す とい う事だ。 そ して+hッ カー部 はa…で に新 し

い段 階 に入 った 、、

以 ヒサ ッカー 部 σ)発展 と歴 史 につ い て述 べ た が、 こ う

や 一)で振 り返 って み る と ク ラブのturningpointに お い

て 々1.、、にtDに した ひ た む きf}話 し合 い が 方向 を きめ ξ

きた ・1臼二あ る感 動 を覚 え る、

各7ラ ブ とも同 じ様 な悩 み 、 陛 労 を しな が ら頑 張 ・♪て

い る ヒ思 う ク ラブ を や って い く ヒで 、常 にlp∫故 ク ラブ

をや)て い るの か、 の疑 問 を絶 や さず(こ れ に 対す る 答

え自体 が成 長 す るた め)、 個 入のf申びる 力、喜 び を昧 わ う

能 力を生 か し、r,:い の 切瑳 琢 磨 の 中 で 力 を伸 ば して い り

戸
)

r

て欲 しい。 そ して これ を支 え るの は結 局 スポ ー ツ を愛 す

る心 と、地道 で真 剣 な論争 の 積 み重 ね なので あ る

サ ッカ ー部 は じめ 各 クラ ブの発 展 を願 い ます.、

〔第6学 年学 生)

昭和54年 度講演会 覧
昭 和54年 度本 学 で 開 催 きれ た講 演 会;よ次 の とお りです,.

(庶 務,、 果)

日 時 演 題 演 者 担LIIIil孝 座

51117日

慢 性 関 節 リ..・.一・マ

チ の 治 寮 ノ∫針

神戸 ノく学医学1}[1教

授 広 月日 和志氏 整形外科学講
.

座

5月30日

脳 腫 瘍 のIEI際 分r..ri

につ い て

西 ト イツ 、 マ ツ ケ

ス ・フ ラ ン ク脳 研

究 所 長

K・J・ チ ・ル ヒ氏

病 理 学 第 ・酎孝

座

6月2日

僧帽 弁移植患者〔り

長期 ゴ・後

剰1潟 ノぐ1r=医学i幽}「;教

授・ 江 目 昭 治氏 外科学第 誌
1レ:

6月6日

ウTル 入抑 制因f・

1イ ン ター フ 」.ロ

ン/研 究 の現 状

東京大学 名、轍 授
長野 泰 ・氏

辛川 菌 学 川㌧1Ψ

6月15fl

カテ コール ア ミンの

発達生物 学一妊娠 中
の カテコー 」レア ミン
の動態 な らびに各種

ホ ルモ ンの影響 一

フ ラ ンス 、 パ リ 大

学 助 教 投
アサ ン・ハルへ氏

薬 理 学 川ぢ座

6月23目 神経学 につ いて

九州 ノく学医1j=r部教

投 黒岩義1榔 氏 脳 神 経 外 科 学

,.,4}II.』

6月28日

CT(コ ンL王.一.

ター断 層)に よ る

肝 ・膵 疾 患 の 診 断

愛知県 力んセン タ
・一放射線科

第1剖 脹

木戸長 一郎氏

放 射 線 医'1j㍉,11F

座

7q13日

イ.ヤ リ スに お:.U

医 学 教t;II

イ・㌔ リ ス 、 ダ ン ヂ
」

イー一 大 判'尺 学1」11/

教 授

0・H・ ヒー ター.一セ ン氏

内科学第1皆
町.

8i4日 唾眠機構

ア メ リ カr傑 国 、

パ ー一バ.一 トノく学

医 一�傲授

J・A・ ホ フ ソ ン氏

生」甲学第 講
座

9月13目

近 年」)ウィ,レ1性

疾患流行の推移 に
つ いて

田 ・【'矛防 衛 生li/院

所 ウ イル/,リ ケ ッ
f'..6!2

ノく谷 明 氏

公衆 衛 生 ・、講

月i

L

10目311

レーザ ーの臨床医

学へ・り応 用につ い
て

'

1ド・柵H大 学1111口 ・

∴傲 授

大頃 仁 氏

「

眼 科 描 醇座

10113日

1研 究 に お け る

ホ ロ ノJブ イー し)

応 明

西 ド イ ツ 、 こ ・/

ス ダ ー一・鵡 そ、1茜帥

G・ ホ ン ・バ リ・.氏
眼 科 「噛,『』ト1踊.

10月171「1

・・リ麻 酔 と パ リ治

療

大阪 医 科・娼 二・教 授
li,II[}・ 義 氏

1

麻 酔1f.、 踊 〔

1/J24日

1

胃 ・膵臓 器柑関一
と くに消化管ホ ル
モ ンか らみて一.一

京 都 大学 医 噛j∫r部教

授 ノ1部 隆IIデ氏 外利 、第 聴
座



昭和54年

4月

纏

羅

「
ー

鋤
-、

-鍵

1日 大学 院 医学fi斤究科 設 置

1日

1日

店疋攻 名

系川包・器官系

生体情 報調fi貨系

生体防御機構 系

人間生態系

定 員

9名

14名

5名

2名

学 生 人学 定 員20名 増 〔入学 定 員120名}

参 与に清 水 メξ彦 叫〔京医 科 歯 科 大学 名誉 教授)発

ii

〔有7i口1ノ＼ド}∫:「L℃

大学 院 人学 試t険

大掌 院 人学 試験 合格 者 発 表 〔6名)

II"和54f卜度 新 ノ》1こ合ililグルー フ飼臼r峯

〔於 層雲 峡)

嘉

曝 ま 「'・
ケ「 ヒ漸

齢
'

'
㎜・ 臨

勢零

第7回 入学式

合・f各率93.6%)

22日 大学院 人学 試験(第2次)

24日 大学院 入学 試験(第2次)合 格 者発 表(5名)

日

日

日

日

日

3

£
U

n
J

-

～
り
乙

-

ー

曾

2

り
乙

14日

s

17日

6 月

第5回 医 大 祭

テ ー マ 「新 た な る模 索 一確 か な伝 統 を築 くため

に」

雛 ・

辮
鰯

贈-

、・傑 「「》

,.、

1日

14日

f

16日

7 月

28日 大学院授 業開始

15日

16日

5月

学 長 選 挙 〔山 田'、}「英1見 学 長 μ∫選 〉

誕羊}671u1【ケミ自巾Ii三1♂家1;式験 で}季各 者 発…i長 〔本 ρ}モで》干各者73名

20日
し

31日

一7

学 長 に山 田守 英 〔現学 長)が 発 令 きれ た、、

第26回 北 海道 地[)く大ρ'}層乍育 大 会eli爵 校 北 海道 大

学}

〈本学 参 加種 目〉陸L競 技 ・準硬 式 野 球 ・軟式 庭球 ・

バ スケ ソ トボ ー ル ・バ レーボ ー ル ・サ ソカ ー ・i;t球・

ノ〈iごミン トン ・柔う重 ・寅「1道・∫一⊃i重

く本 学 参 加学 生 数>166名

〈成 績 〉 男f30大 学llil5位

女f-32/:'rI中19位

第22回 東 日本医 科学 生 総 合体 育 大会 夏 季 大会

〔r校r,;:):学 医'Ll焙ll}

〈本学 参 加種 目〉 陸L競 技 ・準 硬 式野 球 ・硬 式h/J,・



12日

サ ッカ ー ・バ スケ ッ トボ ー ル ・バ レー ボー ル ・卓球

〈本学 参 加学 生 数>215名

〈成 績>34大 学 中19位

曝.
、講 蓋
26日

院)

9月

秋 季 体 育 大 会(バ レー ボー ル ・サ ッカー ・ソフ トボ ール)

曳 欄閾} 無
蝋.

認
簸

欝

無

濾

魂

昭和54年 度解剖体追悼法要(於 東本願寺旭川別

10月

1日 第22回 東 日本医 科学 生総 合体育 大 会冬 季大会
t

3月3旧 〔主 管 校 東邦 大学 医学 部)

〈本 学 参 加種 日〉 ラグ ビー ・スキ ー

〈本 学 参hll学 生 数>54名

20--2旧 テ ニ ス溝 習 会 〔主 催 掌 生 課)

昭 和55年

1月

12日 昭和55年 度大学入学者選抜 共通第1次 学力試験
S

13日(本 学会場受験者708名)

16日 歩 くスキー講習会(主 催 学生課)

23日

28日1冬 季 ス ポ ー ツ 大 会(サ ノカー ・卓 球 ・バ ド ミン トン)

2月7日

z 月

6日 スキ ー遠 足

(対 象 第1学 生 学 生 於 レ勝 岳 スキー場/

11月

7日 第6串回医師国家試験 合格者発表(本 学 合格者2名

で}季各Σ幸…40%)

8日 附属病院開院3周 年記念祝会(於 附属病院)

　灘轟 嬬 牽…ll

鉱3鑓 耀 慧,,.,
8日 附属病院開院3周 年記念特 別講演(演 題 「地域医

療 について」〉

3月

4日 昭 和55年 度 旭 川 医 科 大 学 入学,;式験
S

5日G猷 願 者286名)

13日 日召考…055年 度UIII[タ ミ不こfノく'L;そノ＼F'1を、1∫k験で}布各者 づ{…ノ乏

{121名)

25日 旭 月【医 科 大・款 第2[111卒 二業,il:=授 与・∫境

/卒 業 生87名)

ぎ 饗 ∫",

参 ノ

ゼ1

、拳 。勲

耀璽墜 堂ごr鮮
・門「,°

磯 ・

蒙 湘:雲1.ひ_

(庶 務 課 ・学 生1課/

号



サ ー ク ル

紹

本学 には現 在 、体 育 系28、 文 化 系20の 学 生 団体 が設 立

され延919名 の学 生 諸 君 が 各サ ー クル に参 加 し、活 動 し

て います 、,

課外 活 動 は諸 君 の 自発性 を存 分 に発揮 で き る場 で あり、

各サ ー ク ルは それ ぞれ 多彩 な活 動 を展 開 してい ます 。 昼

休 み ・放 課後 の ひ とと き を、ド1満な人 格 の 養成 のために、

あ るい は健 康 な心身 の 育成 の た め に、 各 自の個 性 ・趣 昧 ・

能 力に応 じたサ ー クルで活 動 す る と良 い で しょ う、、

諸 君の 積極 的 な参加 を希UIし ますら

(学 生 課)

ラ グ ビ ー 部
ある少 年 が サ ッ カー の 試 合中興 奮 して ボ ー ルを月宛に抱

えて走 りだ した 。 反則 で あ る,,然 し機 知 に富 む英 国 人 は

これ を 児て新 しい スポ ー ツ を 考 えた,,美 しい英国 紳 十 精

神 を盛 り込 んだ スホー ツ、 ラ グ ビー を創 っ た。-r一 ル を

投 げて も蹴 って も持 ち運 ん で も い いLに 、 両 チー ムで30

人 もい るか ら、攻 防 に無 限のr能'i生 があ る。 これ こそ 明

晰 な頭 脳 と緻 密 な組 織 プ レー と決 死 の 勇 気 が要求 され る

闘 ラ男の スポー ツで あ る。 新 入生諸 君 、 君達 の燃 え濠 る

若 い力で 、陽 光の降 り注 ぐ広 い 大地 を縦 横 無 尽 に駆 け回

って み ない カ㌦ さあ春 だ 、一一緒 に走 ろ う.グ初心 者 歓 迎!ノ

(責 任者 倉林 均)

剖;員 経 費 活 動

会費じ 一ズン中のみ/ 鬼 ～%旭 川 ラ グビー協会会長

杯争奪戦 優勝

28 月額1,0001'」
%一%北 海道 ラグビー選 ∫権/;

会準優勝
%～%道 央選1権 大会優勝

遠征費 北f一 ラ グ ビ ー一連Hij他 加 盟

卓

疎 鍵

欝

球 部

なん とい って も人気 があ る。 人 を引 きっ けず には お か

な い魅 力 が あ る に ちが いな い。 とに か く、 人 が集 まっ て

くるの だ。 春 の 花 見 に魅 せ られた の か 、敗 れ て も立 ち土

が る不屈 の精 神 に魅 せ られ たの か、 み なそ れ ぞ れの想 い

を こめ て は白球 を打 つ 。 この ・瞬 に燃 えて い る。

誰iも、 いっ かloll利 を手 にす るこ と を疑 い は しな い.

今年 こそ 、賞状 が ほ しい、決 勝 戦へ 進 み た い と望 んで い

る。勝 負 とい う緊張 の 中 で 臼 己は鍛 え られ る,こ の若 い

力 に乾 杯.ヴ そ して 、 あな たの 未知 な る力 に乾 杯.グ

卓 球 が好 きな ら、 そ れで い い 。

(責 任 者 外木 秀 文)
へぜ

。 ン乳
_、 奪 浮lr,/"

須

鯉

》穐

総

一・ぐ㌦ 》 徽

・曇 慰
娠

ジ く き

蝿臨
部員

36

経 費

会 費

`手三2～31口11 ,000～

2,000円 徴収

遠 征 費

活 動

τゑ一膨東医体 予戦4位

%～%北 医体5位

旭川 卓球協 会、北海道学 生卓球

連盟、H本 卓球協 会加盟

陸 上 競 技 部
昨 年 は陸L競 技 部 が 部 と して の形 を整 え 、大 き く飛 躍

した 年で した、,全道学 生 選 手権 、全 道選 手権 、 その 他 の

大 会で 優 勝 者 、 入賞 者 を出 し、 東医 体 で も好 成績 を残 す

こ とがで き ま した,,

陸 トは泥 く さい スポ ー ツだ と思 い ます 。 しか し、泥 く

きい だ け に、走 り ・跳 び ・投 げ ると い う最 も原 始的 な運

動 で あ るだ け に 、 多 くの 人 に理 屈 抜 きの 共感 を呼 び起 こ

す の で は ないで し ょ.)か 。 陸k競 技 で は 自分 自身 がil役

で す、。 弔凡 な事 を非 凡 な 努 力で す る 人 こそ非 凡 な人で あ

る とい い ます,、誰 で もが非 凡 な人間 で あ り得 るの で す、、

強 い ・弱 い、 男 ・女 には関 係 あ りませ ん 。

陸 ヒ部 は今 年 、束 医 体優 勝 を目指 します。 会場 の7一

県営 陸E競 技 場 の赤 い ター タ ンのEに 「優 勝 、 旭 川医 科

大学」 の アナ ウ ンス を響 かせ た い と思 って い ます。 走 る

こ との好 き な人 、 自分 の 力 を試 して み た い 人 、家庭r勺雰

囲 気 の陸 一L部へ 来 て 下 さい,,

(文 責 小 黒 恵 司)

9



箕 経 費 活 動

∫ご費

月 額1.000円

遠liL費 、協 会 り日ノ、費 、

ノく会 参 刎1費

%一 一%北 ～毎遭,=・'1陸1=競技選f権1Ψ1場

ろ、三地 区 体 、 属 裏医 体 総 合3位

フ/一,レiぐ3f3「

臨 一%北`毎 道 選 丁・権

%1陪[1北 海 道 選f椿i

全国 学 生 陸L競 才支協 会他 加1盟

ス キ ー 部
入 ヤ・-1祁に は ア ル ヘ ン とテ ～ス ダ ン/の:.r門7う ごあ り

長1一 と て ち活 発 で』し か も 和 気 あ い あ い と し た ク ラ ブ で'

1「/,¥一 部?じ ゃ あ 冬 だ け?」 と ん で も な い 、If.月

のll、1岳 含 宿 、 六 ・L月 の 駅 伝 、 夏 休 み の 合 宿 、i'月 の ザ ・

カ ーノ<会 、 そ れ に 新 歓 、 お・花 兄 な どv)楽 しい'1ン ハ 、 糸[

艇 狩 遠 足 …・シ ー ス ン オ フ も な か な か忙 し い の で すc.こ の

時 期 に み っ ち り と 冬 の た め の 体 力 を 蓄 え 、 待 ち こ が れ た

雪 の 到 来 と と も に 、 た だ ひ た す ら に す べ り ま く り ま す っ

ま)黒 に雪 焼 け した 顔 に 思 わ ず こ ぼ れ る 充 実 の 微 笑 一 実

感 し て み た い 方 、 ス キ ー 部 が お 待 ち し て い ま す.

〈個 人 戦 成 績 〉

挿`211口i芽〔{矢fイ∫

【』1葵][i15T
・1「:

脚

,[

33

男f・ 回 転

大 回 転

8km

リ レ ー一

女'r一 回 転

ノく回 転

イiメし13fL人、

宮 武20位

≒ロナ1京23イ、レ:

5位

f寿う簾 優 目券、

f4ラゴ奏優ll

浜 口10位

噴/諸 佐藤綾 ∫・

霞 経 費 活 動

∫こ費 S54

塚 ～ 堀 束医 体 女 ∫・2位 男 f'・ll位

玉 U』客[「i5001'1
%
S55

巾晃レ己山旨肩}尺fz≧ノく∫》6f、`':

塔5 歪こitiiF季 毒…足い島琵リ レ ー 7位
}・韮1[ト費 4こ日 乍 ス 浅一一.」皇匡潜乏f也むII畳{Z

ゴ ル フ 部
了ル.ノ び)醍 醐u{::よ 、1可 と い り'.こも 飛 ば す こ と こ』あ る 、

我i{、 入 一」.1'は と も か く 、 た だ 飛 ば す こ と に び)み 生 き

んli、・吝i・惑L二 てrし】る1だ カ・ら1診～r}1二':J']L】と 、亨才、オ!そ⊃1`

)「_..Jl二た ま ・,たr次,k不{高 を'ゴ,し 一フホ ー ル に た た き一):ナて

い るL精 神 偉∫生Lよ ろ し い)、 き ら に 、 ゴ ル フ は 自 分 と

(り戦 い で'あ るf也 し「)}求技 と違 一・て 、 昏目F・を 負 か す こ と イ

1一 ル1勝 利 で は な い .、 自 分 に勝 っ ぐは じ め て』勝 利 を っ か

む ノ)で'あ る 糾こ習 は 〕固1回 、 、芝ノ1三が 一[印に 敷 きっ め ら れ

た ∫%フ 場 を 駆 け1ロト)で い る 、 経 験 、f卜 令 、 性 別 、お 金 、

迫1.1・の 有無 、 運 動 神 経 、 い ・・き い 関 係 な し.

〔文 責 村 ヒ達 哉)

/0

1'1「唄 経 費 `1「[lidJ

会費 5-101i・ ≠」・皇Ilf夕llろとこ下審1「ノ＼1i比.9}]1

6rll,ミ ノく.ノ 山 ノくな・」イノ「〔・目髪1f1=疋:

zi
'.1

写" 6月,1ヒ`毎)旦 ∴なノ1.Jrし ノ;;ftrr

_ILili}〕1ユ「1∫『ノL1∫ レ ノIE皇ll11!孟む11見1此

バ ド ミ ン ト ン 部
バ ド ミ ン ト ン は

、 年 「1惇り か ら才∵Yま で'だ れ で』ちで噛き ぐく♪

ス7卜 一 ツ て='.すーrと カ・く)畦{重IJイく5建1こな りカこちな ネノfノ＼〆i=li肖イ㌃、

美 容 健 康 の た め 、 根 性 育 成 の た め 、 バ ト ミン ト ン部 に 人

・ノて は い か か で'す か 先 輩 た ち は 、 み/Lな ノく学 に 入 ノご

か ら は じめ た 人 ば か り 、 君 も その 気 に な れ ば 、1ぐ に う

ま く な る こ と う け あ い 、i$flにrl信 が な い ノ又r,体 に 自信 が

な い 人 も 蒜 春 時 代 に バ ド ミ ン ト ンを`.れ は 、 ス ズ ㌔一な お'

ム コ さ ん に な れ ま す.夏 の 合 宿 は ま た ・段 と1川 司志 で 姻・

え て 楽 し い の で す 、 君 も そ のu春 にll1∫か を かltて み よ)!!

〔責1諸 福1日 真 也/

L・・fi
[1,、 経 費 活 動

会費 %i-%7_1ヒiケ ミfi＼〆＼入 卜16

1
24 月額1,000円

〔ig一 ウ
川i(II与 ミfヰく2イ1`・

門 ワ 」

拍」 禰 也区体
"%

a磐 〔ひミf/＼〆＼ 入 卜16

1

遠征費
1
」ヒll扉iiiF弄ミ干こ1ノぐ∫二:♪]り」」こ}III正,禦りlillu1

空 手 道 部
強 く な り た い!敵 を あ さ ぬ か にKOし た い,〃 一二ね は 占』

今・引匡i凡i、 ワ}v)ノkク くイくdi:しり ま)二二、うご才i.ぐ='差、る 墨 〆㌔ 、 噛[子牙気【天こ

者 と し こ辛色r・ ピ・要 なfイくノJ、Ih、1∫kl-5、(lli〆 な ・.、イ・1・llLノ)イ:111

神 力 、 こ れ ら を 養)の に 空 ∫・は ま 恕 ニヒ 、 ダ リ 紅 し1る



我が空r部 はベ テランの諸 先輩 方の指 導 の も と に 日夜 練

習 に励 ん で お り、段 位取 得 者は既 に10{,を 突 破 して いる。

そ して鬼 殺 しの宮 本iこ将 、仏 の仲 、 重鎮 中lll.太 っ腹

笠 茂 、/,マ イルの(i山 、 さ らには ブ ソチ ャーの異 名 を と

る横 山 、 な どユ み 一 クな部 員 が そろ って い る、、

練 習 は毎 日昼休 み 、於体 育 館2階 道場 、初 心 者大歓迎.ヴ

押 忍.、

(責 任 者 宮 本康 平)

,-

、

`r一
-

10

経 費

会費

必 要なつ ど徴収

遠征費

舌-■̀ 動

隔～%東 医 体決勝 トーナ メン ト

1回 戦敗退

部員 経 費 活 動

会費 %旭ll[地[♪ く大会f固人2・3・4f立

髪垂・-i2,レ{ヒ}毎三重 大-固 ノ＼/父 ス ト8

17 月頽400円
11イ庁1㌔臼L毎 道選 封律個 人ベスト812名1

rzFid費 」ヒご毎}亘'牛{∫づ芭」・翌～↓見丁也加時{見

柔 道 部
我 が 柔 道 部 も設 、正后愛71卜 目 に 至 っ た 、最 近 の 東 医 体 の 戦

績 を み る と 、51年P選 リ ー グ4位 、521=「 司31・lr:、53年 垣1

3f":、54f卜ilii2fJ':て`i};IJト ー一ナ メ ン ト〕珪II1{、 さ ら に1固 人

irkてNよ53守 トに 人こ/†く 〔f見5f卜)カfl了 ミ1止糸及てト3f、1〔、54fFに1よ

小 池 け見6で 向 が 軽i}匙級 で3位 の 好 成 績 を残 し 、 徐 々 に

て は あ る が 力 は っ い.('き て い る

現 在 我 が 部 で は 部 員 数 が ど う して も足 り ない 。経 験 者 は

即 試 合 に 出 場 で き 、 初 心 者 は1年 で イ津1と者 と な れ ま す ⊃

ぜ ひ1度 体 育 館2f,.'r.しり柔 道 場 ま で 遊 び に く る こ と を 勧 め

る 「 現 存 有 段 者8'Y、 内 訳 け は 参 段1名 、 弐 段3名 、 初

段4名 で あ る,

(責 任 者 姉 川 孝)

、ψ 、∴「ダ∴好 腰 ジ'「ζ鶴 外-蟹 麟1ダ 了廃轍 之慨;「脅バ・
「 炉 層 ・ 「 一,、 》浮 ・〃 伊 ・'
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サ ッ カ ー 部
部創立 以 来6年 、最 初 は同 好 会的 な もの だ っ た我 が グ

ラブ も急 速 に成 長 し、今 で は1つ の クラ ブ と して、 また

1っ の サ ッカー チ ー ム と して も あ る程 度 の レベ ル に達 す

るこ とが 出 未た と自負 して い ます 。 今 年 は北 医 体 も旭 川

で 行 なわ れ る こ とに な って お り、 これ を機 会 に 更 に も う

1歩 前へ 進 も う と、k会 の準 備 、練 習 と忙 しい中 、 金 員

が頑張 っ て い る とこ ろで す、、

サ ッカ ーの 好 きな 人 は勿論 、 ち ょっ とボ ー ルで も蹴 っ

てみ よ うか と思 っ て い る 人も 、 とに か く思 い 切 り何 か を

や って み た い と 考えて い る人、 大歓迎 で す.1度 グ ラ ン

ドへ 来 て み ませ ん か!

〔責f壬者 高季喬康=)

一一 ノ1

部員 経 費
1

活 動

28

会 費

月 額1,000円

遠 征 費

5,0001'/

%ら～ 騒 北 医 体3位

勉 ～隔 東 医 体 ベ ス ト8

%一%道 北 学 生 リー グ1位

嫁1～%旭 川社 会人 リー クq部128!

%～1%イ ンカ レF.道 大 会ベ ス ト8

北 海 道 学 生 サ ノカ ー連 盟 他 加 盟
1

バ レ ー ボ ー ル 部

最近 の た学 生 は 、運 動 クラ ブ を敬 遠 す る傾 向 が あ る そ

うで』あ る、、そ の代 わ り、同 好 会:よ増 加1して い る とい)

そん な1欧弱 なこ とてト1よ、 こ れ か らの 大学 生活 あ ろい は、

社 会の 荒波 を乗 り切 る こ とは出 来 な いだ ろ う 精神 お よ

び肉体 の 鍛 練 の場 と して 、運 動 クラ ブは 意義 ある と思.)

特 に我 が バ レー 部 は、 創L正「二以 来厳 しい練 習 に よ り輝 か し

い成績 を あげ て 米 た 昨 年 は、 全i本 男1'・バ レー と同 様

,武練 の一・年で あ;)ま した が 、 り・年 は 、 一年 生の 若 い 力に

よ り、 バ レー 部 の 黄 翁時 代 を築 くっ も りで あ り ます 、

経験 の ヂf無、 足の 長 さは問 い ませんJき み も、きみ も、

今1.ぐ 体 育 館 に 集 含 しよ う、 バ レー部 の 未未 は、1諸君 等

に かか 〕ごい るの だ!(責 任 者 高E㌔'1:木.蝦〕
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部員 経 費 活 動

会費 %-Sj(yie一 鷺の北 海 道 大'汐 バ レ
一 ボ ー一ル リ ー グ春 季(秋 季)大 会

6位(5位/

16 月額500円 %一 堀 地 区 体 決 勝 トー ナ メ ン ト
1回 戦敗退

葱 ～%東 医 体 ベ ス ト16
遠征費 全 日本 大学 バレーボール連盟他 加盟

山 岳 部
部 員 に対 す る ア ンケ ー ト 「あ な たは何 を好 ん で山 登 り

な どす るの です か?」 回 答 、A氏 「美 しい 自然 と山 男 の

間 の熱 い友情 」 一 非現 実 的 夢 想家 、B君 「深雪 の ラ ッセ

ル、林 道 歩 き、薮 こ ぎ」-M思 考派 、C嬢 「じゃ が い も

の 皮 む き」 一料 理 教室 代 用 派 、D氏 「テ ン トの ま わ りの

雪 か き」 一 失業 時 の 日雇 い作 業想 定 型 、E君 「熊 との追

っか け っ こ(よ り正確 に は追 っ か け られ っ こ)」一 イン カ

レで も狙 って下 さい。 今 年 は どん な回 答 が得 られ るの で

あ ろ うか?

(責 任 者 泉 直 人)

一懸

部眞 経 費 活 動

会費 %一%春 山合宿 〔富良野岳)

%～%夏 山合宿〔トムラウシL流)

9 目額200円
%秋 山 合宿(天 塩 岳)

遠r費 %～%冬 山基礎技術山行〔十勝岳)
一

弓 道 部
目本 の 弓 は 、 その形 態 と射法 に おい て世 界 に例 の ない

もので す 、,形は単純 で あ り長大 で あ り、 そ して その 貫通

力飛翔 力は ア ーチ エ リー とは まっ た く違 うもので あ り ま

す 、 そ して ま た 、 日本 の 弓 が求 め る もの は、 そ の正確 さ

と射 法 の 美 し さ、 そ して精 神的 自己修 練 で あ ります、,弓

を も ちri勺に向 い 、清 浄 な気 分 で 矢 を放 ち、的 に 当た る刹

那 の 名状 しが た い気 分 、外 国 人 を も惹 きTrけ る弓 の 美 し

さ。 こ れ を求 め て い く とこ ろ にこ そ、 弓道 の す ば ら しさ

があ る ので す 。

(責 任 者 森 川満)

部員 経 費 活 動

会費 %北 海道選1権6位

月額500円 %地 区体8位

28 娠～%東 医体4位
そ の 他2001'1

㌦ 一%争 覇 単髭3イ伍4fウ:

遠征費 日本弓道連盟他加盟

0

1翻1群
感

、麟

獣

蓼
鯉

、 騨騨

㍉告
韮

大東流合気武道クラフ
ウdス 只 ノ〉よ り

大 束 流 合 気 武 道

大略 をば述 べ 立 て

るが まず』、 自分1

は網 走 に御 在Ti三な

るf1館 館 長 、 大

東流 宗家 武 川時 宗

先ffこ丁・ず』か らの1卸

教 示 を賜 った 者達

来施鴇蝶し・'認 謹 雛

煉 韓 襟 ラゲ響 灘
艦 鉾象 追場 体賃館 二階 で心 身 を浄化 せ し
i-a..ppo日 崎 毎 登体み め強 靭 な ら しめん

が ため にH夜 、 む

さっ く る しく も 尊:

き本学 武 道場 にて切嵯 琢 磨 、 部 員 は 多 きに過 ぎず ヒ ドの

礼 を正 す中 に共 に 口指 す武 道 の ひ そ かな喜 び が あ る。 ウ

オス!一 一・言 にて は老 若 男女 を問 わず 従 事 きれ て お る層 の

厚 い こ と、貴 君 も..度 本学 体 育 館'Y,Lに 来 た れ 、 ウ ォ

ス!

(責f壬 者 わr申1垢ξ1塔次)

一12一



部員 経 費 活 動

is

会費

月額500FJ

一%大 東流合気武道演武大会

大東館加人

軟 式 テ ニ ス 愛 好 会
"テ

ニ ス"と い うと世の 中 に紳 士 の ス,r°一 ツ な ど とい

わ れ る人 が お り、 また 、 ス コー トをは い た.女性 が優 推 に

球 を打 ち合 って い るの を見 る と、 ま さに その よ うに思 え

るので す が、実 際 の試 合 に なる と ま さに"や じり倒 す か

倒 される かの勝 負""実 力3割 、 や じりで5割 、 あ とは度

胸で 勝 負 がつ く"と い わ れ る軟庭 。

み な さん、 軟庭 で 精神 力 を きた え よ う。 現 在、 い まま

で のk力 で あ り試 合 、 その 他 の面 で活 躍 され た旧5年 生

が ぬ け クラ ブは これ か ら新 しい世 代 へ 、新 入 生諸 君 、 来

た れ、 軟庭 へ!

(尚 、軟庭.;x..bに 、旅 行 会 、山 岳会 、湯 治 の 会 が あ りま

す よ。〉

(文 責 郡 司 勇治)

部 員 経 費 活 動

会費 3イ 旭川地区4大 学対抗単髭

必 要なつ ど 第4/立
24

300111徴 収 %_/地 区体団体戦2回 戦進 出

遠征費 個人戦3回 戦進 出

硬 式 テ ニ ス 同 好 会
や りた い人 間 がや る、 とい う自 主性 を尊 重 す るの が 当

同好 会 の 本質 です 、,週2回 の練 習 日の ほ か、昼 休 み 、休

講 な どの 時 間 に も適 当 に集 ま り、 コー トを飛 び回 っ て い

ます。 しか し、 今、 我 々は 重 大 な岐路 に立 た され て い ま

す。 なぜ な ら現 在6年 生 が1三力 なの で 、実 質的 には新 生

の クラブ と同 じだ か らです 。 どの よ うな同 好 会 に な るか

は 、 あな た方 の若 々 しい 力 によ って 決 ま るの です 。

大学 に は い って か ら、皆 ラケ ッ トを握 った 者 ば か りな

の で余 分 な心配 は い りませ ん 。部 との掛 け持 ちも十 分 で

きます 。加 えて美 貌 で知 られ るだ けで な く、 姉の よ うな

優 しさ を持 って い る会 長 がい る、 とい うこ と も述 べ て お

きます。 上 級 生 の皆 様 も、ふ るっ て参 加 して下 さい。

GOUNDERTHESUNANDENJOY

PLAYINGTENNIS.

It'sfunjampingandsmashing.

(補 佐 役 矢沢 和 人)

部員 経 費 活 動

21

会費

年額2,000円

写 真 部
「写 真 は楽 しい。 そ れ は 目前の 光 景 が その ま まフ イ ル

ム に焼 付 くか らで あ る。 しか し、写 真 は むず か しい。 そ

れ は 自分 の心 境 が簡 単 に は印画 紙Eに 再 現 され えな い か

らで あ る。 しか し、 そ こ に こそ写 真 の本 当の す ば ら しさ

が あ るの だ 。」 な ど と え ら そ うな こ と を酒 が入 る とや た

ら口走 るア ホの い る集 団 、 それ が写 真 部 なの で あ る。 は

た して その男 の 日常 は い か に。他 人 には訳 の 分 か らぬ 写

真 を撮 り ま くり、 人 に 見せ る。 当然非 難 を浴 び るの だ が

それ に もめ げず 「君 に は ち ょっ と難 し過 ぎたね 。」 男 は

そ ういい つつ 今 日 もフ イルム を労 費 して い るの で あ る。

(責 任 者 今 井 嘉紀)

部員 経 費 活 動
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会費

年額1,000円

医 療 研 究 会
医療 研 は フ ィー ル ドワー ク を中心 と して 、学 祭 全国 医

学 生 ゼ ミナ ー ルで の研 究 発 表 な ど 、医療 の現状 につ いて

考 える ク ラブで す 。 我 々医 学 生 が将 来 そ の 中で 生 きて い

く現 場 ・現状 を、 問 題意 識 を侍 っ て研究 い'眞生 と して の

意 見 を持 っ の は 当然 と言 え ます。 特 にブ イー ル ドで は毎

年40人 規 模 でへ き地 に 合宿 し、医 師 と共 に検 診 活 動 をす

る他 、家 庭 訪問 ・座 談 会 な ど も行 い ます 、,

この様 に地 域 住 民 と接 し、医療 要 求 を知 り我 々の生 き
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方 を探 る場 は 、医 療研 のみ で す。

君 も医療研で医療の現実 に接 し、共に考え活動 してみ

よ うで は あ り ませ ん か!

(責任 者 宮本和俊)

鹸 萎;…,

、茎

-蛎

部員 経 費 活 動

48

会 費

月額200円

ブ イー ル ド・ワー ク費

雪～%全 国医学生ゼ ミナール

分科 会i催

映 画 研 究 会
私達 の ク ラブ は 、主 に今 まで 自主F映 会(16mm)を 中

心 と して活 動 して きま した。 約1ケ 月 に1回 の割 合でr.

映 会 を開 いて い ます 。 上映 作 品 は 、 各個 人 の希望 とや る

気 に よっ て決 め られ ます。 その 意味 で や る気 が あれ ば10丁

で もや れ る ク ラブで す 。 また 自主 製作 映 画 は 、一 昨年 実

写 の 「ミッキ ー」 を 、 そ して今 年 は アニ メー シ ョンを製

作 中 で す。 いつ か の機 会 にt:a央 しよ うと思 い ます 。 ほん

と うに映 画 の 好 きな者 の集 りで す 。

映 画 を見 た い人 、 そ して そ れ にっ いて 語 り合 いた い人、

映 画 を作 りた い人 、 全員 私達 のROOMの 戸 を たた い て

くだ さい。

(責 任 者 中 井寛 明)
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会費

月額300円

合宿費ete

春 ・夏2回 占冠 ・大滝 村 に お い

て 合 宿 及 び映 画L映54年 度 通 常

ヒ日央f学8i口1、 牛芋弓「」1=N1;ででli、

老 人ホ ー ムへ の 映 画 ヒ映 に よ る

慰 問 、 文化 団 体 加 盟
1

Jazz研 究 会

私 達 ジ ャズ研 は 、演 奏 活 動 を通 して 「い や あ、 ジャ ズ

っ て 本当 にい い もん です ね え」 と体 で感 じ取 れ るよ うに、

日夜 練 習 して い ます 、、

ジャ ズほ ど無 限 の 可能 性 を秘 め た 自山 で楽 しい 隊楽 が

あ るで しょ うか。 ジャ ズ=き ど って い る、 なん て 占 い古

い。 フ ユー ジ ョン、 ラテ ン、 サ ンバ 、 も ちろん4ビ ー ト

の ビ ・パ ップ 、何 で もや っ ちゃ い ます。 文化 会館 の コ ン

サ ー トで は 、満 員 御 礼 の垂 れ幕 が ドが り、FMに は ゲ ス

ト出演 と活 発 に活 動 して い ます。

や っ た こ とな い し、 な んて 尻込 み す る あ なた、 好 きこ

そ ものの ト手 な れ 、 あな たの ・r能性 に挑 戦 してみ ません

か。

(責 任 者 布 村健 う

部 員 経 費 7ii動

会費 5fJ新 歓 コ ンペ 匹{II演

5月 ジ ャ ズ喫 茶 「メキ シ コ」出 演

13 肩額500円 %6ジ ヤ ズ研 コ ンサ ー ト

(於 文化会館)

6月 ジャズ喫 茶 「コモ」出 演(4回)

ギ タ ー 同 好 会
わが ク ラブ(正 式 には まだ同 好 会、 以 ド"ク ラブ"で

統.一す る。)は 昨 年 作 られ た ばか りの 新 しい ク ラブです。

一 応 今 の とこ ろ ク ラシ ックギ ター だ け を扱 って い ます,,

活動 は 毎 日昼 休 み で 、水 曜 日には プ ロの 先生 を招 いて 教

えて いた だ きます 。部 員 は ま だ9人 しかい ませ ん し、 そ

の うち経 験 者 は2名 、他 は 昨年 始 め た 者で す、、

フ オー クギ ター だ けで は 飽 き足 らな い人 、何 か楽 器 を

や って み た い 人、 その他 どん な 人で も か まい ませ ん,、年

齢 、性 別 、学 年 、 経験 に 全 く関 係 な く昼 休 み に第5セ ミ

ナ ー をの ぞ い てみ て ドさい。

(責 任 者 石 田栄)

部員 経 費 活 動

y

会費

月額1,000円

発表会参加料

13急'、111「 【1i」ギ タ ー 孝父嘱ξづ邑/～ ∫で

・嚇 鷲

紙 ㌔
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i

世界旅 行研 究会"Vagabond"

我 ら、地球 市 民 「80

二の 小 さな 日本列 島 か ら1歩 足 を踏 み 出す だ けで 、世

界中 の 若 者達 が 、 それ ぞ れの国 の国 旗 をリュ ッ クにつ け

て 、/¥J日 も地 球 の あ ち らこ ち らを旅 して い る、,海外 ひ と

り旅 、想 像 して心 配 し、 やめ た りせ ず 、 勇気 を出 して 、

この 素晴 しい地 球 を きみの もの に した らど うだ ろ う。 地

球 は思 っ たよ り狭 い,自 分 の旅 をデ ザ イン し よ うとす る

きみ を湯 気 の 疏つ よ うなhotな 情 報 が 待 って い る。 会 の

年間/"FLは 、 夏 季の欧 州 現地 解 散 の短 其lj合宿 、秋 の講 演

会 、 えとせ と ら,,そ の 他 、 きみのユニー クで 新鮮 な発 想 、

企L由1を待 って い る、.,

旅 に病 ん で夢 は地 球 をか け め ぐる。

(文 責L田 譲 二)

蕪 、i

部員 経 費 活 動

会費

必 ヒ要なつ ど
16

1,000円 徴4<

旅費

甥

の

さ 籔
こオ

3

鎌 難羅 難i灘難 購
■ 外 科 学 第一 講 座 ■ 田 村 止 秀

教 室 の歩 み を振 り返 ります と、昭 和48年ll月 に外 科学

第1講 座 が発 足 、以 後 附属 病 院 開設 まで の3f卜 間 は 、少

人数 で教 室 の基 礎 作 り、研 究 診療 に備 えて苦 労 を重 ね た

事 が なつ か し く想 い出 され る 、昭 和51年ll月 の 病 院 開設

L'1%K、 本 格的 に臨 床 も始 ま り、症 例 の増 加 と ともに 、現

在 で は 、最 も忙 しい診療 科 の.1っ に数 え られて い るV

臨 床 面 で は 、鮫 島教 授 を中 心 に、消化 器 腫瘍 、門/L症 、

小 児 外科 を、.・方、 久保 助 教授 を中 心 に 、血 管 外科 、肺 、

縦 隔 、心臓 な ど胸 部 外 科 と臨 床面 で の 守備 範 囲 が極 めて

広 いの が特 長 と云 え る。 当然 の 事 な が ら、重 症 なr術 症

例 が 多く、 高度 の 患 者管理 が 要求 され 、 スタ ッフ は忙 し

い 毎Uを 送 って い る。 ち なみ に昨 年 の 丁・術 件 数 は 、 ほぼ

300例 を算 え 、 年 々 、症例 数 と くに重症 例 の 増 加の 傾 向

に あ る,,

教 室 の研 究 活 動 も極 めて活 発 で あ り、臨 床 面で の レバ

ー トリー の広 さ を反映 し、 ス タ ッフ各 人 が、 多方面 の 研

究テ ー マ を 有 し、 多忙 な臨床 の 合 間 をぬ って 実験 研 究 に

従事 して い る、,そのr..な もの を拾 っ て み る と、癌 を中 心

と した 悪性 腫 瘍 の治 療 、理 想 的 人 工lnL管 開 発 をめ ざ した

プ ロ ジエ ク ト、呼 吸 不 翁病 態 の 解 明 と治 療 、 人 丁こ心肺 な

ど体 外循 環 の 研究 、各 種 生体 、人工 材料 の臨 床 応 用 、 人

工 臓 器 の開 発 などユニ ー ク な 研 究 活 動 が/な わ れ て い

る、,

教 室 の ス タ ッフ は、鮫 島 教 授 、 久保 助教 授 以 ド、講 師

2、llh王 ～6、 ド誓台[矢メく御Fl[毎五益2、 さ らに11乍fトよ り4名 の

本学 孕 業生 を迎 え、 総 勢16名 、 も う少 しで教 室 内紅 臼野

球 試 合 が出 来 そ うで あ る,、現fr、 本 学 ㌍業生 は、教 室 関

連病 院(旭 川 市 、1ノ=、日赤 、釧 路 市立 病 院)に 、lfF問 の

初 期 研 修 に 出 て い る 。 また教 室 員 の お1比話 を願 っ て い

る年頃 の 女性 が 一二人、 美 入揃 い の 為 か、 すで に結婚 され

てい る。 も う1人 実験 助Fと して奮 闘 中 の定 時 制 高季交生

がい る。 臨床 、研 究 に 多忙 な教 室 で あ るが、春 のスキー、

秋 の野 球 な ど スホ ー ツ も盛 ん 、昨 年 夏の 医 局対 抗野 球 に

は 、医 局 長以 ド全員 の 出場 によ り見事優 勝 、 ビー ルの 美

味 しか った 事 を想 い 出 します 、,

教 室 は 、教 授 の 人柄 の せ い か 、常 にな ご や かな雰 囲xl

に包 まれ 、学 生 諸 君 も 自由 に出 入 り して い る様 で す。 医

局の 戸 は 、 いつ も開 い てお り ます 。 気 軽 に立 寄 られ るの

を歓 迎 い た します 。

(第 一外科 講師)

一/5一



.._』■■國國■■■■■圏■■■■閣働脚噸胃國■

歩 く ス キ ー 講 習 会

冬 の 手軽 なス ポ ー ツ に親 しむ こ とを 目的 に 、歩 くスキ

ー講 習会 を1月16日 伽 、23日 凶 の2回 実施 した 。

第1回 目は5名 が参 加 し、 本 間 実講 師 か ら本 学野 球 場

で 初 歩的 指 導 を受 けた後 、医 大 周辺 を滑走 した 。

第2回 目は10名 の 参 加 者 がマ イク ロバ スで 神 楽 岡公 園

に 行 き雪 の降 る中 、kり 下 りの3kmの 歩 く スキー コー ス に

挑 戦 、 元気 に歩 き続 け る参加 者 の額 には うっす らと汗 が

f一か ん で いた。(学 生 課)

冬 季 ス ポ ー ツ 大 会
毎 年学 生 が 主催 し行 っ てい る冬 季 スポ ー ツ大 会 が、 本

年 は ユ月28日 帽)か ら2月7日 困 までの 昼休 み を利用 して

実施 され、 サ ッカー ・バ ド ミン トン ・卓球 の3種 目 に25

チ ー ム が参 加 し連 日熱戦 が繰 り広 げ られ た。 成績 は次 の

とお り。

サ ッカー1位 最 近 お とな し くな った 幸荘 チ ー ム2位

2Bバ ドミ ン トン1位 職 員Z2位 サ ネモ ネラチフィ

卓 球1位 一般 教 育2位 庶 務課(学 生課)

ス キ 一 遠 足

第1学 年学 生 を対 象 と した スキ ー遠 足 が2月6口(水)

十勝 岳 ス キ ー場 で実 施 され た。 参加 した第1学 年学 生101

名 、第1学 年 学 年 担 当 、 グル ー プ担任4名 、講 師6名 は

3台 の バ ス に分 乗 しスキ ー場 に到着 、講師 挨 拶 、諸 注 意

等の 後 、班 毎 に分 れ例 年 にな く雪 の少 ない ゲ レ ンデ と白

金温 泉 までの 林 間 コー スで指 導 を受 けた 。参 加 学生 はll

頃 の体 育授 業 の成 果 を見せ な が らス キ ー を楽 しんで いた。

天候 に も恵 ま れ事故 も な く最 後 まで明 る くJCzlな 声 が響

い て いた 。(学 生 課)

辱

＼

ξ
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、

キ鴫 極
保 坂 明 郎

一 暇 の 効 用 一

「暇 が ない」 と い うの が男 の[癖 だ とよ く言 われ るが、

bt.」;にそ うな の だ か ら仕 方 が ない
。 この 狭 い国.Lの 中で

億 何 臼 ∫かの 人問 が 食 っ て い こ うと い うのだ か ら、 或

る程 度 は逃 れ られ ない宿 命 なの で あ ろ う。 若 い時 に は、

暇 と金 と い う もの は年 令 を とれ ば順 ぐ りに当方 に廻 って

来 るもの と思 っ て いた が 、未 だ に余 り縁 が な い所 を見 る

とIl本 の 社 会 の仕 組 み が悪 い か道 を誤 った かの ど ち らか

なの で あ ろ う。

d,i門違 いの 、特 に文 科系 統 の 友 人 に言 わ せ る と、「兎 に

角 まと も に さえや って い れ ば並以r.の 生活 が出 来 て失 業

の心 配 が ない」 の だ か ら結 構 な ものだ とい うこ とに な る

ら しい。 ど うや ら医 学 部 ブー ム は こ うい う最 大公約 数 的

な意 見の 反映 で も あろ うか。 しか し少 く とも.一一一ど うせ

分 っ て は くれ な いだ ろ うが一 学 生 時代 は も ちろ ん、 医

師 にな って か ら自分 の専 門 につ い て勉強 せ ねば な らない

こ とは他 の 分野 に比 べて 遙 かに 多いよ うな気 が す る。 こ

れは 大学 の 教師 としてでな く、医 師 般 と しての 話 で ある。

気 がっ か ない 人が居 る か も知 れ ない が 、当 大学 の1学

年のカ リキュ ラムは かなり弛 くなって い る筈 で あ る,,長 年

の 受験 戦 争 が終 った 所 だ か ら、 せめ て 「試 験 やっ れ」か ら

開放 して あ げ よ うとの 、 さ さや か な親 心 が盛 られて い る

の で あ る。学 年進 行 と とも にス ケ ジ ュー ルは厳 しくな っ

て 来 る が、 大学 で の勉 強 の しか た が身 にっ い て来 るから、

何時 と は な しにそ れ に適 応 す る能 力 が備 って 来 る仕 掛 け

にな って い る。

多忙 す ぎてf[∫も,9'.来ない とい うの は実 は.・種 の 自 己欺

隔 で あ り怠 惰 の 証zあ る と言 え な くも ない,,暇 とい う

もの は 「あ る もの」で はな くて 「作 る もの だ」とい うの は 一

面の 真理 で あ る。 そ の ため に は 「や る気」と「計画 性」とが

要求 され る。 医 学 生 は忙 しい と い って も、本 学 の場 合週

50時 間 の 自由 時 間 が あ る。 こ れ は1月 の うち睡 眠 に8時

間 、食 事 に3時 間 を引 いて あ る か ら、我 々か ら7Lれ ば驚

異的 な時 間数 で あ る。 この 貴重 な時 聞 の 割 りオ、りを 考 え

た こ とが あ るだ ろ うか。 リポ ー トや復 習 に時 間 をと られ

ると して も平 均 す れ ば10時 間程 度 の もの だ ろ うか ら、 あ

との40時 間 は も っぱ ら体 力作 りと一.・般 教 養の 時 間 に"iて

られ る筈 で あ る。(余談 だが例 え ば家 庭 教 師の バ イ トをす

ると、 上記 の 計 算 か ら少 くと も6時 間 一12%以 ヒ!一 引

かぬ ば な らな い か ら、体 力 と学 力に 自信 の な い向 きは ・

考 を 要す る)。

医 師 には奇 人 ・変 人 が 多い と い う説 があ り、 それ ほ ど

で は ない に して もk人f供 の よ うな 人 が居 な い とは1亨え

な い。 これ は ひ とっ に は余暇 の 少 な い こ と、対 人関 係 が

限 られ て い る こ とに も よる と思 われ る、,学生1専代 が ・番

暇 なのだ とい うことを忘 れ ないで 欲 しい,,札 幌 まで行 く間

に文 庫 本が一一冊 読 めるので ある,,(眼 科学 講座 孝父授)
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